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４月７日、町内の小学校で入学式が行われ、今年は 241人の新入生が誕生しました。
入学式を終えると、さっそく校庭の遊具で元気に遊ぶ姿が見られました。（写真は中野小学校）

5
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2014

今日から小学生だよ、
うれしいなぁ

【Monthly Pick Up】特定健診・集合検診特定健診・集合検診
「けんしん」でしか分からない自分の健康

平成 26 年度予算
Closeup
クローズアップ



2O� TOWN＊ Public Relations

平成26年度

算
平成 26 年度予算規模は、82 億 2,500 万
円。前年度と比較して約 7億 6,000 万円
（10.2％）増加となりました。ここでは、
本年度予算の概要をお知らせします。

予

町税
34 億 3,212 万円
(41.7%)

町税
34 億 3,212 万円
(41.7%)

繰入金
5 億 4,800 万円 (6.7%)
繰入金
5 億 4,800 万円 (6.7%)

分担金及び負担金
9,328 万円 (1.1%)
分担金及び負担金
9,328 万円 (1.1%)

諸収入
8,250 万円
(1.0%)

諸収入
8,250 万円
(1.0%)

国県支出金
14 億 5,647 万円
(17.7%)

国県支出金
14 億 5,647 万円
(17.7%)

町債
10 億 3,850 万円
(12.6%)

町債
10 億 3,850 万円
(12.6%)

 地方交付税
9 億 4,000 万円
        (11.4%)

 地方交付税
9 億 4,000 万円
        (11.4%)

地方消費税交付金
3 億円 (3.7%)
地方消費税交付金
3 億円 (3.7%)

地方譲与税
1 億 5,759 万円
(1.9%)

地方譲与税
1 億 5,759 万円
(1.9%)

その他の交付金 4,949 万円 (0.6%)
　　自動車取得税交付金 2,000 万円
　　地方特例交付金 1,389 万円
　　利子割交付金 600 万円
　　交通安全対策特別交付金 460 万円
　　配当割交付金 400 万円
　　株式等譲渡所得割交付金 100 万円

その他の交付金 4,949 万円 (0.6%)
　　自動車取得税交付金 2,000 万円
　　地方特例交付金 1,389 万円
　　利子割交付金 600 万円
　　交通安全対策特別交付金 460 万円
　　配当割交付金 400 万円
　　株式等譲渡所得割交付金 100 万円

その他 1 億 2,705 万円 (1.6%)
　　使用料及び手数料 7,661 万円
　　繰越金 5,000 万円
　　財産収入 44 万円

その他 1 億 2,705 万円 (1.6%)
　　使用料及び手数料 7,661 万円
　　繰越金 5,000 万円
　　財産収入 44 万円

歳入
82 億

2,500 万円

邑楽町の

▼
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
自
主
財
源

の
根
幹
を
な
す
町
税
は
、
前
年
度
比

0.6
％
減
の
34
億
３
、２
１
１
万
６
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
復
興
特
別
税
に

よ
る
加
算
分
や
景
気
動
向
を
考
慮
し
た

町
民
税
の
増
加
、
地
価
下
落
な
ど
に
よ

る
固
定
資
産
税
の
減
少
な
ど
を
推
計
し

た
結
果
で
す
。
▼
前
年
度
と
比
べ
て
大

き
く
増
加
が
あ
っ
た
の
は
国
県
支
出
金

（
＋
３
億
４
、７
８
２
万
円
）と
町
債（
＋

２
億
８
、２
４
０
万
円
）
の
２
つ
。
道

路
整
備
や
高
島
幼
稚
園
改
築
な
ど
の
事

業
に
対
す
る
国
や
県
の
補
助
金
制
度
の

利
用
と
、
そ
の
事
業
執
行
に
必
要
な
町

債
の
借
入
増
加
が
主
な
要
因
で
す
。

歳入
町
税
は
前
年
度
比
0.6
％
減

国
県
支
出
金
が
増
加

【
一
般
会
計
と
特
別
会
計
】

地
方
公
共
団
体
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
は
、
基

本
的
・
全
般
的
な
経
費
を
経
理
す
る
会
計
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、

歳
入
・
歳
出
を
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

【
歳
入
】

▼
町
税

　町
民
税
（
個
人
・
法
人
）、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
、

町
が
集
め
る
こ
と
の
で
き
る
税
金

▼
繰
入
金

　
町
の
基
金
（
預
金
）
か
ら
繰
り

入
れ
る
お
金
。
預
金
を
下
ろ
す
よ
う
な
も
の

▼
国
県
支
出
金

　
町
が
行
う
仕
事
に
対
し
、

国
や
県
が
出
す
補
助
金
な
ど
。
使
い
道
は
あ

ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る

▼
町
債

　
町
の
借
金
。
一
時
的
に
大
き
な
支

出
が
必
要
な
時
や
、
将
来
の
町
民
も
経
費
を

負
担
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
場
合
に
、
決

め
ら
れ
た
手
続
き
で
借
り
る
お
金

▼
地
方
交
付
税

　
地
方
自
治
体
の
財
政
力

に
応
じ
て
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
。
自

治
体
間
の
財
政
格
差
を
縮
め
、
全
国
ど
こ
で

も
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的

▼
地
方
消
費
税
交
付
金

　
消
費
税
の
う
ち
、

地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
お
金

▼
地
方
譲
与
税

　
国
が
国
税
と
し
て
集
め

た
お
金
を
、
地
方
自
治
体
に
配
分
す
る
も
の

【
歳
出
】

▼
民
生
費

　
主
に
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど

も
、
ひ
と
り
親
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
教
育
費

　
学
校
や
公
民
館
な
ど
、
教
育
施

設
の
整
備
や
運
営
に
使
わ
れ
る
お
金

用
語
説
明

一般会計予算　82億 2,500万円

▼
一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
教
育
施
設

の
整
備
や
道
路
の
整
備
に
関
係
す
る
費

用
へ
重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。
一
方

で
、
最
大
限
経
費
削
減
に
努
め
、
よ
り

一
層
の
効
率
化
と
堅
実
な
財
政
運
営
を

図
る
た
め
の
予
算
と
し
ま
し
た
。
▼
対

前
年
度
増
加
額
が
大
き
い
教
育
費
（
＋

４
億
７
、０
８
６
万
円
）
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
し
た
長
柄
小
学
校
の
プ
ー
ル

や
、
高
島
幼
稚
園
の
改
築
な
ど
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
子
育
て
・
教
育

環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
費
用
を
計

上
し
ま
し
た
。
▼
こ
の
ほ
か
本
年
度
の

主
要
事
業
は
、
本
紙
４
～
５
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

歳出
教
育
費
・
土
木
費
へ
重
点
的
に
配
分

投
資
的
経
費
が
前
年
度
比
63
％
増

歳出
82 億

2,500 万円

民生費
22 億 4,553 万円
(27.3%)

民生費
22 億 4,553 万円
(27.3%)

教育費
15 億 1,373 万円
(18.4%)

教育費
15 億 1,373 万円
(18.4%)

　　衛生費
11 億 2,111 万円
　　(13.6%)

　　衛生費
11 億 2,111 万円
　　(13.6%)

　　土木費
9 億 7,294 万円
　　(11.8%)

　　土木費
9 億 7,294 万円
　　(11.8%)

総務費
8 億 4,400 万円
(10.3%)

総務費
8 億 4,400 万円
(10.3%)

公債費
6 億 8,927 万円
(8.4%)

公債費
6 億 8,927 万円
(8.4%)

消防費
4 億 1,940 万円
(5.1%)

消防費
4 億 1,940 万円
(5.1%)

農林水産業費
1 億 6,692 万円
(2.0%)

農林水産業費
1 億 6,692 万円
(2.0%)

商工費
1 億 688 万円 (1.3%)
商工費
1 億 688 万円 (1.3%)

議会費
1 億 1,233 万円 (1.4%)
議会費
1 億 1,233 万円 (1.4%)

予備費
2,000 万円 (0.2%)
予備費
2,000 万円 (0.2%)

労働費など
1,289 万円 (0.2%)
労働費など
1,289 万円 (0.2%)

行政の支出を目的別に区分したものが目的別経費です。
行政事務配分の割合として見ることもできます。

目的別グラフ歳出

依存財源（47.9％）
自主財源（52.1％）

▶問合先　役場総務課 Ｇ 47-5004

2014＊MAY3

性質別グラフ歳出

投資的経費（16.4％）
義務的経費（40.7％）

やさしさと活気の調和したまちCloseup
クローズアップ ◎平成 26年度予算

▼
衛
生
費

　
ご
み
処
理
や
母
子
保
健
、
検
診

な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
土
木
費

　
橋
や
道
路
、
公
園
や
排
水
路
な

ど
の
整
備
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
総
務
費

　
選
挙
や
税
金
の
徴
収
、
広
報
誌

の
発
行
な
ど
、
行
政
運
営
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
公
債
費

　
町
債
（
借
金
）
の
返
済
に
充
て

ら
れ
る
お
金

▼
消
防
費

　
消
防
施
設
の
整
備
費
や
、
消
防

組
合
の
負
担
金

▼
農
林
水
産
業
費

　
農
家
の
支
援
や
用
水

路
の
整
備
な
ど
農
業
振
興
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
議
会
費

　
町
議
会
の
運
営
な
ど
に
使
わ

れ
る
お
金

▼
商
工
費

　
町
内
の
商
工
業
者
な
ど
の
支

援
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
労
働
費

　
雇
用
対
策
な
ど
、
勤
労
者
の
支

援
に
使
わ
れ
る
お
金

【
性
質
別
内
訳
】

▼
人
件
費

　
職
員
の
給
料
や
議
員
の
報
酬

と
し
て
使
わ
れ
る
お
金

▼
扶
助
費

　
福
祉
や
医
療
の
費
用
と
し
て

給
付
さ
れ
る
お
金

▼
公
債
費

　
町
債
（
借
金
）
の
返
済
に
充
て

ら
れ
る
お
金

▼
投
資
的
経
費

　
建
物
の
建
設
や
道
路
、

公
園
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
お

金▼
補
助
費
等

　
各
種
の
補
助
金
や
負
担
金

と
し
て
使
わ
れ
る
お
金

▼
物
件
費

　
備
品
の
購
入
や
事
業
の
委
託

費
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
繰
出
金

　
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
に

繰
り
出
さ
れ
る
お
金

▼
維
持
補
修
費

　
町
が
管
理
す
る
公
共
施

設
の
維
持
保
全
に
使
わ
れ
る
お
金

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
の
３
つ
の
特
別
会
計
予

算
の
合
計
金
額
は
前
年
度
と
比
較
し
て

約
１
億
５
、０
０
０
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
別
会
計
は
、
高
齢

化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
に
よ
る
医
療

費
、
介
護
給
付
費
の
増
加
に
よ
り
年
々

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
社
会
保
障
制
度
は
、
誰
も

が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
で
は
安
定
し
た
運
営
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
費
の
抑

制
と
健
康
増
進
の
た
め
、
特
定
健
診
の

受
診
率
向
上
や
保
険
適
用
の
適
正
化
に

努
め
ま
す
。

　後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
群
馬
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
や
健
診
な

ど
を
実
施
。
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
推

進
し
ま
す
。

　介
護
保
険
で
は
、
介
護
予
防
事
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
安
心
し
て
介
護

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
各
種
の
相
談
事

業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　学
校
給
食
事
業
で
は
、
地
産
地
消
を

推
進
し
な
が
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
た
給
食
を
提
供
。
食
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
で
は
、
安

定
し
た
水
の
供
給
と
、
快
適
な
生
活
環

境
を
目
指
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

社会保障制度の
運営安定化が課題

特別会計 予算額 対前年度比較

国民健康保険 30億5,810万円 6,171万円

後期高齢者医療 2億2,040万円 1,722万円

介護保険 17億7,174万円 7,074万円

下水道事業 3億593万円 －633万円

学校給食事業 2億4,883万円 －157万円

水道事業
収益的収入 5億4,626万円 2,841万円

資本的支出 2億2,284万円 7,163万円

健康・安心・快適のために特別会計予算

特定の歳入・歳出を一般会計と区分して経理
する会計が特別会計です。５つの特別会計と
水道事業の企業会計に区分されています。

▶特別会計は、公共料金や保険料など、主にその事業収入で
歳出を賄うことが求められている事業を経理するための会計
です。主に税金で賄う一般会計とは区別して経理します。
▶水道事業は、民間企業のようにその事業の利益（水道料金）
などで経費を賄うことが原則になっています。民間企業に似
た会計制度で経理しています。そのような会計は、地方公営
企業法の適用企業会計（法適用企業会計）と呼ばれます。

ワン
ポイント
!

特別会計とは？水道事業の企業会計とは？

特別会計の基礎知識

医
療
費
・
介
護
給
付
費
の
抑
制
の
た
め

健
康
増
進
・
介
護
予
防
を
推
進

歳出
82億
2,500万円

人件費
14億7,970万円
(18.0%)

人件費
14億7,970万円
(18.0%)

補助費等
13億7,148万円
　　　(16.7%)

補助費等
13億7,148万円
　　　(16.7%)

扶助費
11億7,487万円
(14.3%)

扶助費
11億7,487万円
(14.3%)

普通建設
事業費など
13億5,669万円
(16.4%)

普通建設
事業費など
13億5,669万円
(16.4%)

物件費
12億764万円
(14.7%)

物件費
12億764万円
(14.7%)

繰出金
8億2,079万円
　　(10.0%)

繰出金
8億2,079万円
　　(10.0%)

公債費
6億8,927万円
(8.4%)

公債費
6億8,927万円
(8.4%)

その他
8,370万円 (1.0%)
その他
8,370万円 (1.0%)

維持補修費
4,086万円
(0.5%)

維持補修費
4,086万円
(0.5%)

性質別経費▶行政の支出を経済的な
性質別に区分したものが性質別経費
といわれています。人件費・扶助
費・公債費などは支出の削減が
容易ではないため、義務的経
費に分類されます。
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【
子
育
て
・
教
育
】

▼
県
が
こ
れ
ま
で
少
人
数
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
導
入
し
て
き
た

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に

代
わ
り
、
本
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た

学
力
向
上
の
た
め
の
特
配
教
員
を
活

用
し
て
、
重
点
化
し
た
学
力
向
上
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。
▼
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
し
て
打
ち
出
し
た
英
語

教
育
改
革
に
先
駆
け
、
本
年
度
か
ら

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
こ

れ
ま
で
の
３
人
か
ら
６
人
に
増
員
。

町
内
全
小
中
学
校
に
配
置
し
て
、
英

語
教
育･

国
際
理
解
教
育
の
充
実

強
化
を
図
り
ま
す
。
▼
教
育
施
設
に

つ
い
て
、
昨
年
度
か
ら
継
続
事
業
の

長
柄
幼
稚
園
改
築
工
事
で
は
、
本
年

度
第
２
学
期
に
新
園
舎
が
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。
▼
長
柄
小
学
校
の

プ
ー
ル
改
築
事
業
、
高
島
幼
稚
園
改

築
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し

て
、
老
朽
化
が
顕
著
な
北
保
育
園
の

改
築
工
事
設
計
に
も
取
り
組
み
、
子

育
て
・
教
育
に
必
要
な
環
境
整
備
や
、

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
設
備
の
修
繕

な
ど
、
安
全
管
理
に
努
め
ま
す
。

交通安全施設整備事業…887 万 1,000 円

地
域
で
生
産

地
域
で
消
費

地
域
食

【
地
産
地
消
】
　農
業
振
興
課

▼
生
産
者
と
消
費
者
の
関
係
を
確
立

し
、
地
域
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
と
地

域
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。
▼
学
校

給
食
の
地
元
産
米
全
量
導
入
を
実
施
し

た
こ
と
に
加
え
、「
そ
ば
の
町
」
推
進

活
動
環
境
の

整
備

▼
人
生
の
各
時
期
に
応
じ
た
社
会
教
育

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
す
べ
て
の

町
民
が
い
つ
で
も
自
ら
の
意
思
で
、
創

造
的
な
学
習
が
自
由
に
で
き
る
よ
う
な

環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。
▼
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
、
中
央
公
民
館
の
建
設
に

向
け
て
設
計
者
を
選
定
し
、
多
方
面
か

ら
の
英
知
を
結
集
し
な
が
ら
、
基
本
・

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】
　生
涯
学
習
課

ホールを備えた中央公民館の建設は、長年
の課題でした。平成 8年と 21 年には、町
や議会に対して、それぞれ約 8千人、1万
人の署名を添えて請願や要望が提出される
など、多くの期待が寄せられていました。
そして、25 年度、建設に向けて町議会全
会一致で社会教育施設建設基金が設置さ
れ、積み立てが始まりました。本年度から
は、建設のための経費について国からの補
助金（交付金）が認められ、いよいよ具体
的な作業が開始されることになりました

地産地消事業…68 万 6,000 円

中央公民館建設事業…7,398 万 8,000 円

地
域
の
課
題

解
決
の
糸
口

協
働

【
企
画
政
策
】
　企
画
課

▼
現
総
合
計
画
が
27
年
度
で
目
標
年
次

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
28
年
度
か
ら
町

が
目
指
す
10
か
年
の
将
来
像
と
政
策
の

大
綱
を
定
め
る
第
６
次
総
合
計
画
を
２

か
年
で
策
定
し
ま
す
。
▼
本
年
度
は
町

を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
や
課
題
の
整

理
、ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

住
民
意
向
を
反
映
し
た
基
本
構
想
の
原

案
を
検
討
し
ま
す
。
▼
昨
年
度
創
設
し

た「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金
」

制
度
の
普
及
を
図
り
、
住
民
自
ら
考
え

行
動
す
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

まちづくり事業…1,522 万 5,000 円

北保育園改築事業…1,476 万 9,000 円　高島幼稚園改築事業…4 億 2,613 万 8,000 円
 英語指導助手設置事業…2,347 万 5,000 円　長柄小プール改築事業…1 億 5,683 万 5,000 円

学
習
支
援
と

施
設
の
改
築

事
故
の
撲
滅

【
交
通
安
全
】
　安
全
安
心
課

▼
25
年
度
中
の
県
内
の
交
通
人
身
事
故

の
約
６
割
を
占
め
る
の
が
高
齢
者
で

す
。
高
齢
歩
行
者
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢

運
転
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
▼
交
通
事
故
防
止
に

向
け
て
は
、
大
泉
警
察
署
や
町
交
通
指

導
隊
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
、
全
国
・
県
民
交
通
安
全
運
動
、
各

種
交
通
教
室
な
ど
を
展
開
し
て
交
通
安

全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
ま
す
。

▼
交
通
事
故
の
撲
滅
に
向
け
、
交
通
事

故
発
生
件
数
の
多
い
交
差
点
や
、
そ
の

付
近
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
継
続

し
て
実
施
し
、
歩
行
者
・
自
転
車
の
安

全
確
保
に
努
め
ま
す
。

グリーンベルトで注意喚起

　子
ど
も
支
援
課

　学
校
教
育
課

邑楽町の平成26年度予算規模は、82億2,500万円。
今年度に取り組む具体的な事業を紹介します。 CLOSEUP

本物の発音に触れて、英語に親しみを

2014＊MAY5

福祉医療費支給事業…2億 100万円

福
祉
の
向
上

【
医
療
費
助
成
】
　住
民
課

▼
医
療
費
（
保
険
診
療
に
よ
る
自
己
負

担
分
）
を
公
費
で
負
担
す
る
福
祉
医
療

費
支
給
事
業
を
、引
き
続
き
行
い
ま
す
。

対
象
者
は
子
ど
も
、重
度
心
身
障
害
者
、

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
で
す
。
▼
こ
れ

は
対
象
者
の
病
気
の
早
期
治
療
を
促
進

し
、
医
療
費
の
軽
減
と
福
祉
の
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
▼
今
後
も
対
象

者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
制
度
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
※
本
紙
８
ペ
ー
ジ
参
照
。

共
生
で
き
る

地
域

【
障
害
者
福
祉
】
　健
康
福
祉
課

▼
制
度
の
改
正
で
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

必
要
な
か
た
へ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
切

れ
目
な
く
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。
▼
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
作
成

に
つ
い
て
、
利
用
者
へ
の
周
知
徹
底
を

行
い
ま
す
。
▼
障
害
の
あ
る
か
た
が
、

地
域
の
中
で
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
送
る
た
め
の
介
護
支
援
、
ま

た
、
機
能
訓
練
や
生
活
訓
練
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
の
強
化
に
、
引
き

続
き
努
め
ま
す
。

介護給付・訓練等給付事業…2億 58万1,000円

消防施設事業…2,154万7,000円

い
ざ
と
い
う

そ
の
時
に

【
消
防
】
　安
全
安
心
課

▼
25
年
度
中
の
町
内
の
火
災
発
生
件
数

は
11
件
、
前
年
に
比
べ
て
火
災
件
数
は

５
件
増
加
し
ま
し
た
が
、
損
害
額
は
減

少
し
、
死
亡
者
数
０
人
と
昨
年
を
下
回

る
結
果
で
し
た
。
▼
今
後
も
、
被
害
を

最
小
限
度
に
食
い
止
め
る
た
め
、
消
防

団
や
婦
人
消
防
隊
、
常
備
消
防
と
連
携

し
、
火
災
予
防
意
識
の
普
及
啓
発
、
消

防
設
備
の
整
備
充
実
と
維
持
管
理
を
行

い
、
町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。

頼れる赤い消防車

おうら中央公園北広場整備事業…6,500万円

憩
い
の
場

▼
現
在
、
整
備
推
進
中
の
お
う
ら
中
央

公
園
北
広
場
（
仮
称
）
で
は
、
25
年
度

ま
で
に
桜
の
植
樹
（
大
島
桜
・
江
戸
彼

岸
・
う
こ
ん
桜
）、
芝
張
り
な
ど
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
本
年
度
も
引
き
続

き
、
国
の
交
付
金
制

度
を
活
用
し
、
多
目

的
な
利
用
の
で
き
る

広
場
と
し
て
整
備
。

27
年
度
中
の
全
面

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

ま
す
。

【
公
園
緑
地
】
　都
市
建
設
課

シンボルタワーから望む「おうら中
央公園北広場（仮称）」は約３．３㌶

広域公共バス整備事業…1,204万6,000円

移
動
手
段
の
確
保

【
公
共
交
通
】
　企
画
課

▼
日
常
生
活
で
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
公
共
バ
ス
の
運
行
を
行
っ
て

い
ま
す
。
▼
町
の
南
部
を
経
由
し
、
館

林
厚
生
病
院
や
館
林
駅
を
結
ぶ
館
林
・

邑
楽
・
千
代
田
線
と
、
町
の
北
部
を
経

由
し
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田
や
太
田
記

念
病
院
を
結
ぶ
邑
楽
・
太
田
線
の
２
路

線
が
あ
り
ま
す
。

高齢者など交通弱者の
通院や買い物でも活躍

地域で生産されたものを、その地域で消費
することを「地産地消」といいます。また、
健全な食生活を実践することができる人を
育てる「食育」の推進が全国的な運動とし
て展開されています

やさしさと活気の調和したまちCloseup
クローズアップ ◎平成 26年度予算

消費者行政事業…712万8,000円

被
害
の

未
然
防
止

▼
25
年
度
中
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数

は
２
２
９
件
（
前
年
度
比
47
件
減
）
で

し
た
。
▼
し
か
し
、
新
た
な
手
口
の
悪

質
商
法
は
後
を
絶
た
ず
、
消
費
者
被
害

対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
消
費
者
問

題
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
局
が
連
携
し

て
対
処
で
き
る
体
制
強
化
に
努
め
ま
す
。

【
消
費
者
問
題
】
　消
費
生
活

　セ
ン
タ
ー

や
農
畜
産
物
の
新
規
導
入
を
検
討
し
ま

す
。
▼
生
産
者
と
消
費
者
を
結
び
つ
け
る

地
産
地
消
の
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
地
元
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

研
究
な
ど
、
農
業
振
興
に
努
め
ま
す
。
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男性

動機付け支援
193人 (12.8%)

積極的支援
135人 (8.9%)

女性

動機付け支援
132人 (7.4%)
積極的支援
35人 (2.0%)

情報提供
1,614 人 (90.6%)

情
報
提
供

1,181 人 (7
8.3

%
)

情
報
提

供
1,614 人 (9

0.6
%
)

生
活
習
慣
病
を
防
ぎ
た
い

　今
、
日
本
人
の
死
因
の
６
割
、
医

療
費
の
３
割
を
占
め
る
の
が
、
が
ん
や

心
臓
病
、
脳
卒
中
と
い
っ
た
生
活
習
慣

病
。
主
に
不
健
康
な
生
活
習
慣
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
自
覚
し
な
い

う
ち
に
進
行
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
が
必
要
以
上
に

つ
い
た
状
態「
以
下
、メ
タ
ボ
」）を
放
っ

て
お
け
ば
、
深
刻
な
病
状
が
発
症
す
る

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

そ
こ
で
特
定
健
診

　生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、
内

臓
脂
肪
に
着
目
し
、
い
ち
早
く
メ
タ
ボ

該
当
者
を
見
つ
け
出
す
の
が
特
定
健
診

で
す
。
メ
タ
ボ
で
な
く
て
も
検
査
で
判

明
し
た
身
体
状
態
か
ら
、
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。

特
定
健
診
を
受
け
る
対
象
者
は
？

　受
診
対
象
者
は
、40
歳
か
ら
74
歳
で
、

町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
で
す
。
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
人
は
、
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
組
合
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？

　５
月
に
受
診
対
象
者
へ
、
特
定
健
康

診
査
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
町
（
集

合
検
診
）
で
受
診
す
る
か
、
ご
自
身
で

医
療
機
関
に
予
約
を
し
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
受
診
の
際
に
は
、
必
ず
保
険

証
と
受
診
票
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
結
果
は
ど
う
や
っ
て
分
か

る
の
？

　受
診
機
関
か
ら
郵
送
ま
た
は
手
渡
し

で
、
健
診
結
果
と
メ
タ
ボ
の
判
定
が
通

知
さ
れ
ま
す
。

　

　健
診
の
結
果
で
「
生
活
習
慣
改
善
が

必
要
」
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、
生
活

習
慣
を
見
直
す
取
り
組
み
を
自
主
的
に

進
め
る
た
め
に
、
保
健
師
や
栄
養
士
が

面
接
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。こ
れ
を「
特

定
保
健
指
導
」
と
い
い
ま
す
。

40 歳になったら

特定健診

「また今度…」
と言わずに今こそ特定健診

「
け
ん
し
ん
」
で
し
か
分
か
ら
な
い
自
分
の
健
康

健康な体かどうかを調べる「けんしん」＝【健診】

情報提供
健診結果の見方や生活習慣病
の基本的な知識などの情報が
受診者全員に提供されます

血糖に
異常

血圧に
異常

腹囲で「肥満」と判定
＋

◆特定保健指導の流れ◆

積極的支援
目標に向けた行動が継続的
に実行できるような支援

動機付け支援
改善に向けて自ら気づき、
行動を実行できるような支援

特定保健指導

リ
ス
ク
大

リ
ス
ク
中

リ
ス
ク
小 ●

該
当
す
る
項
目
の
、
種
類
と
数
に

　
応
じ
て
リ
ス
ク
度
合
い
が
決
ま
る

リ
ス
ク
大

リ
ス
ク
中

血中脂質
に異常

平成 25 年度
特定健診結果

【保健指導レベル】

平成 25 年度特定健診結果から、受診者の 15％が
メタボリックシンドローム（予備軍含む）で、生
活習慣を改善する必要があることが分かります

提
供
提
供
提

1

平成 25 年度特定健診結果から、受診者の 15％が
メタボリックシンドローム（予備軍含む）で、生
活習慣を改善する必要があることが分かります

保健センター　築比地朋美 栄養士

保健センター
高橋 瞳 保健師

▶問合先　役場住民課 Ｇ 47-5007

保健センター　築比地朋美 栄養士

【
M

onthly Pick U
p】

検査の
基本項目

下記のうち、赤字の検査項目は、
メタボリックシンドロームに関する検査項目です

診察など 問診、身体計測（身長、体重、BMI、腹囲）、診察、血圧

脂質 中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール

糖質 尿糖、空腹時血糖、ヘモグロビンA1c

肝機能 AST（GOT）、ALT（GPT）

尿・腎機能 尿たんぱく、尿酸、血清クレアチニン
※ほかに医師が必要と判断した場合には、眼底検査や心電図検査、貧血検査が
　実施されます。
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期日 対象地区 会場

5月14日㈬ 天王元宿、上下西宿 保健センター
15日㈭ 下中野、前瀬戸宿、千原田向地 保健センター
16日㈮ 鶉上、鶉下 保健センター

19日㈪ 水立大黒（8～11、13、16、19～24、27、
30、32～36、38～40、43班） 保健センター

20日㈫ 水立大黒（1～7、12、14、15、17、18、25、
26、28、29、31、37、41、42、44、45班） 長柄公民館

21日㈬ 大谷端宿赤東、開拓 長柄公民館

26日㈪ 寺中、店高原（1～6、13、16、18、21、24
班） 保健センター

27日㈫ 十三軒、店高原（7～12、14、15、17、19、
20、22、23、25班）、本郷江原 長柄公民館

28日㈬ 西ノ根宮内中島、古家十軒 長柄公民館
30日㈮ 坪谷、馬場大林 長柄公民館

6月2日㈪ 鶉新田、光善寺 保健センター
3日㈫ 秋妻、一本木 ヤングプラザ
5日㈭ 石打、住谷崎 ヤングプラザ
9日㈪ 谷中蛭沼、住谷崎 保健センター
10日㈫ 大根村琵琶首、藤川、渋沼 ヤングプラザ
16日㈪ 新中野（1～18班） 保健センター
17日㈫ 新中野（19～40班） 保健センター

18日㈬ レディスデイ（女性限定の日、男性のかた
はご遠慮ください） 保健センター

23日㈪ 十三坊塚（1～30班） 保健センター
24日㈫ 十三坊塚（31～50班） 保健センター
29日㈰ 対象地区なし（混雑が予想されます） 保健センター

7月14日㈪ 前谷東原、横町化楽 保健センター
15日㈫ 前原（1～20班） 保健センター
16日㈬ 前原（21～45班） 保健センター
17日㈭ 前原（46～67班）、明野（1～10班） 保健センター
18日㈮ 明野（11～39班） 保健センター
27日㈰ 対象地区なし（混雑が予想されます） 保健センター

集合検診で
健康チェック！！

受付時間➡午前 8時 30分～ 11時 30分
胃がん検診受付時間➡午前 8時 30分～ 11時

↑受診者の年齢基準日は、平成27年３月31日
※注1　2年連続で受けたい人は1,500円かかります。
※注2　館林市・邑楽郡内の指定の医療機関でも受診できます。

がんなどの有無を調べる「けんしん」＝【検診】

「
け
ん
し
ん
」
で
し
か
分
か
ら
な
い
自
分
の
健
康

種類 対象者 料金

胸部レントゲン
（結核・肺がん）検診

40歳以上の希望者 無料

胃がん検診 40歳以上の希望者 1,000円

大腸がん検診 40歳以上の希望者 500円

前立腺がん検診
50～80歳の
偶数年齢の男性

300円
※注1

肝炎ウイルス検査

40・45・50・55・60歳で、
Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイル
ス検査を受けたことが
ない希望者

無料

国保特定健診※注２
国民健康保険加入の
40～74歳の人

無料

後期高齢者健診 ※注２ 75歳以上の人 無料

集
合
検
診
で
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

　町
で
は
、
今
年
も
集
合
検
診
を
実
施

し
ま
す
。
40
歳
以
上
の
人
が
対
象
の
が

ん
検
診
は
、
申
込
者
ま
た
は
前
年
の
受

診
者
な
ど
に
検
診
受
診
シ
ー
ル
を
郵
送

し
ま
す
。
ま
た
、
転
入
者
や
40
歳
に
な

る
人
（
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
）
で
、

が
ん
検
診
を
希
望
す
る
人
は
保
健
セ
ン

タ
ー
ヘ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　さ
ら
に
国
保
特
定
健
診
・
後
期
高
齢

者
健
診
の
該
当
者
に
は
、
健
診
通
知
を

同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
。
当
日
は
、
保

険
証
と
健
診
受
診
票
、
検
診
受
診
シ
ー

ル
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

今回から受診票を送らずに、受診票に貼付する検診受
診シールを送付することとなりました。検診受診シー
ルは、検診当日に申込みされているがん検診の受診票
ごとにスタッフがシールを貼付していきますので、そ
の受診票を持ってがん検診を受診していただきます。
受診の際は、必ず検診受診シールを持参してください。

がん検診の受診方法が変更になります

▶問合先　保健センター Ｇ 88-5533

▶問合先　保健センター Ｇ 88-5533

保健センター　大澤静香 保健師

【
M

on
th

ly
 P

ic
k 

U
p】
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病
児
・
病
後
児
保
育

子ども
●

●
●
●
●
●

邑
楽
町
の
児
童
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　町
で
は
、
第
３
子
以
降
が
生
ま
れ
た
家
庭

に
出
産
祝
い
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
対
象

の
人
は
、
役
場
子
ど
も
支
援
課
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
（
①
と
②
に
該
当
す
る
人
）

①
町
内
在
住
で
、
引
き
続
き
６
か
月
以
上
町

内
に
住
所
が
あ
る

②
新
た
に
第
３
子
以
上
を
出
産
し
た
家
庭

▼
支
給
額

　10
万
円

▼
申
請
方
法

　役
場
子
ど
も
支
援
課
に
あ

る
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て

申
し
込
む

▼
申
請
・
問
合
先

　役
場
子
ど
も
支
援
課

Ｇ
47

－

５
０
２
３

　該
当
す
る
人
は
、
役
場
住
民
課
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
子
ど
も
（
中
学
校
卒
業
ま
で
）

②
重
度
心
身
障
害
者
（
特
別
児
童
扶
養
手
当

１
級
、
障
害
年
金
１
級
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
）

③
現
在
、
18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
母
子
・
父
子
家
庭
、
ま
た
は
父
母
の
い
な

い
18
歳
未
満
の
人

▼
支
給
対
象
の
診
療

　保
険
診
療
に
限
る

※
文
書
料
や
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、
薬
容

器
代
な
ど
は
対
象
外
。
高
額
療
養
費
、
付
加

給
付
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
な
ど

か
ら
の
医
療
費
支
給
部
分
も
対
象
外
で
す
。

▼
必
要
書
類
な
ど

　健
康
保
険
証
、
印
鑑

対
象
②
の
人

　年
金
証
書
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
な
ど

対
象
③
の
人

　戸
籍
謄
本
、
所
得
課
税
証
明

書
な
ど

※
該
当
要
件
に
よ
り
必
要
書
類
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
役
場
住
民
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
注
意
点
・
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
】

　

就
職
・
退
職
、
保
険
組
合
の
変
更
な
ど
で
保

険
証
が
変
わ
っ
た
人
は
、
保
険
証
、
福
祉
医

療
費
受
給
資
格
者
証
、
印
鑑
を
持
参
し
、
役

場
住
民
課
で
変
更
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
合
先

　役
場
住
民
課

Ｇ
47

－

５
０
２
０

▼
利
用
資
格

　町
内
に
住
所
を
有
す
る
保
育

園
や
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
児
童
、
保
護

者
の
就
労
な
ど
の
理
由
に
よ
り
家
庭
保
育
が

困
難
な
状
況
に
あ
る
小
学
3
年
生
ま
で
の
児

童
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
当
面
症
状
の
急
変
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

病
気
回
復
期
に
な
い
た
め
集
団
保
育
が
困
難

②
病
気
回
復
期
に
あ
る
が
集
団
保
育
が
困
難

※
病
状
に
よ
っ
て
は
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
実
施
施
設

　こ
や
な
ぎ
小
児
科
病
児
保
育

室
ぱ
ん
だ
（
館
林
市
富
士
原
町
）

▼
定
員

　１
日
６
人

▼
保
育
日
・
時
間

　月
～
金
曜
日
（
午
前
８

時
～
午
後
５
時
30
分
）
た
だ
し
、
祝
日
・
年

末
年
始
・
小
児
科
休
診
日
を
除
き
ま
す

▼
保
育
料

　日
額
２
、０
０
０
円

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
は
１
、０
０
０
円
、

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す
。

▼
利
用
方
法

　事
前
に
役
場
子
ど
も
支
援
課

で
利
用
登
録
を
し
、
病
児
保
育
室
ぱ
ん
だ
へ

電
話
で
予
約
の
う
え
申
し
込
む

※
登
録
書
と
申
込
書
は
左
記
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
・
問
合
先

　病
児
保
育
室
ぱ
ん
だ

Ｇ
78

－

７
３
９
１

役
場
子
ど
も
支
援
課
Ｇ
47

－

５
０
２
３

福祉

福
祉
医
療
費
の
支
給
制
度

●

●
●
●
●
●

該
当
者
の
医
療
費
を
公
費
で
負
担
し
ま
す

▼
対
象
者

　町
内
に
居
住
し
、
中
学
３
年
生

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

※
15
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
の
児
童
で
す
。

▼
手
当
の
月
額
（
一
人
あ
た
り
）

【
所
得
制
限
限
度
額
内
の
人
】

０
歳
～
３
歳
未
満

　１
万
５
、０
０
０
円

３
歳
以
上
～
小
学
校
修
了
前

第
１
子
・
２
子

　１
万
円

第
３
子
以
降

　１
万
５
、０
０
０
円

中
学
生

　１
万
円

【
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
人
】

　

月
額
５
、０
０
０
円

　

※
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
年
収

９
６
０
万
円
を
基
準
と
し
ま
す
。

※
児
童
手
当
は
、
資
格
が
あ
っ
て
も
申
請
を

し
な
い
と
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
が
遅
れ

た
場
合
で
も
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
給
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
人
は
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
を
調

査
す
る
現
況
届
が
６
月
に
届
き
ま
す
。
忘
れ

ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

役
場
子
ど
も
支
援
課

Ｇ
47

－

５
０
２
３

児
童
手
当
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

申請
●

●
●
●
●
●

現
況
届
は
毎
年
必
要
で
す

第
３
子
出
産
祝
い
金
の
ご
案
内

お祝い
●

●
●
●
●
●

窓
口
が
子
ど
も
支
援
課
に
な
り
ま
し
た
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　多
様
な
発
想
と
工
夫
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
む
団
体
が
主
体
的
に
行
う
魅
力

あ
る
事
業
に
対
し
、予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
団
体
の
要
件（
一
部
）

・
団
体
の
構
成
員
が
10
人
以
上
で
主
な
活
動

場
所
が
邑
楽
町
内
で
あ
る
こ
と

・
営
利
活
動
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

▼
対
象
と
な
る
事
業（
一
部
）

・
地
域
の
活
性
化
を
推
進
さ
せ
る
公
益
的
な

取
り
組
み
で
、団
体
に
よ
る
主
体
的
な
活
動

で
新
規
事
業
で
あ
る
こ
と

・
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
結
で
き
る

事
業
で
あ
る
こ
と

　

▼
補
助
金
の
内
容

原
材
料
費
、印
刷
製
本
費
、通
信
運
搬
費
な

ど
事
業
実
施
に
直
接
的
に
必
要
と
な
る
経

費
で
、一
団
体
に
つ
き
上
限
は
50
万
円
～

１
０
０
万
円

※
団
体
の
事
業
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　５
月
19
日
㊊
～
６
月
20
日
㊎

▼
申
込
方
法

　企
画
課
へ
直
接
申
し
込
む

※
ま
ず
は
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
企
画
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

　役
場
企
画
課

Ｇ
47

－

５
０
０
９

　

教
育
相
談
室

　教
育
相
談
室
で
は
、い
じ
め
、不
登
校
な
ど

の
悩
み
を
持
つ
小
・
中
学
生
や
、保
護
者
の
皆

さ
ん
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
開
設
日

　火
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

▼
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

ふ
れ
あ
い
教
室

　ふ
れ
あ
い
教
室
で
は
、学
校
に
行
け
な
く

て
悩
ん
で
い
る
小
・
中
学
生
の
学
校
へ
の
復

帰
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
開
設
日

　火
～
土
曜
日（
祝
日
除
く
）

▼
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
２
時
45
分

【
共
通
事
項
】

▼
場
所

　邑
楽
町
公
民
館
２
階
教
育
相
談
室

▼
教
育
相
談
室
長

　関
根
史
代

▼
ふ
れ
あ
い
教
室
指
導
員

　新
井
紀
江

▼
問
合
先

　教
育
相
談
室

Ｇ
・
Ｃ
88

－
９
７
７
９

　道
の
駅「
枇び

わ杷
倶
楽
部
」、「
三
井
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
パ
ー
ク
木
更
津
」で
買
い
物
、「
海
鮮

浜
焼
き
ま
る
は
ま
」で
浜
焼
き
食
べ
放
題
、

「
海
ほ
た
る
」の
見
学
と
充
実
の
プ
ラ
ン
で
す
。

▼
期
日

　６
月
21
日
㊏

▼
集
合
出
発
時
間

　午
前
７
時
30
分

※
帰
着
予
定
は
、午
後
７
時
頃
で
す
。

▼
集
合
場
所

　保
健
セ
ン
タ
ー
東
駐
車
場

▼
対
象

　

邑
楽
町
在
住
・
在
勤
者
と
そ
の
家
族
で
ツ

ア
ー
に
協
力
で
き
る
人（
未
成
年
者
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
）

▼
定
員

　40
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
参
加
費（
昼
食
代
、保
険
代
含
む
）

小
学
生
以
上

　
　
　
　
　
　

 

５
、０
０
０
円

未
就
学
児（
３
～
６
歳
）
　
　

 
３
、０
０
０
円

幼
児（
３
歳
未
満
）
　
　
　
　

 
１
、０
０
０
円

▼
申
込
方
法

　申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
直
接
申
し
込
む（
役
場
開
庁
時
間
に
限
る
）

※
申
込
書
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

役
場
商
工
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

※
参
加
費
の
納
入
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

参
加
者
決
定
後
に
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　５
月
23
日
㊎

▼
問
合
先

　役
場
商
工
振
興
課

Ｇ
47

－

５
０
２
６

　平
成
26
年
３
月
に
完
成
し
た
石
打
町
営
住

宅
団
地
Ｂ
棟
の
入
居
者
を
追
加
募
集
し
ま

す
。希
望
者
は
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
住
所

　石
打
１
１
７
１
番
地
１

▼
構
造

　鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て

▼
募
集
住
宅
・
戸
数

ａ
Ⅰ
タ
イ
プ

　１
Ｋ
（
１
人
以
上
）・
８
戸

ｂ
タ
イ
プ

　２
Ｄ
Ｋ
（
２
人
以
上
）・
１
戸

▼
設
備

　電
気
温
水
器
・
バ
ス
・
水
洗
ト
イ

レ
・
Ｔ
Ｖ
ア
ン
テ
ナ
設
備
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ま
た

は
Ｉ
Ｈ
対
応

　

※
家
賃
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
共
益
費
・
駐
車
場
代
が
か
か
り
ま
す
。

▼
入
居
可
能
日

　７
月
以
降

▼
申
込
締
切

　平
成
26
年
５
月
30
日
㊎
ま
で

※
入
居
資
格
や
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

▼
公
開
抽
選

　６
月
中
旬
頃
を
予
定

▼
申
込
方
法

　都
市
建
設
課
へ
直
接
申
し
込

む
（
役
場
開
庁
時
間
に
限
る
）

※
申
込
書
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

役
場
都
市
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先

　役
場
都
市
建
設
課

Ｇ
47

－

５
０
３
１

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
団
体

募集
●

●
●
●
●
●

地
域
課
題
解
決
や
活
性
化
に
向
け
た
活
動
を
応
援
し
ま
す

石
打
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募集
●

●
●
●
●
●

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
申
し
込
み
は
お
早
め
に

浜
焼
き
食
べ
放
題
と
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
ツ
ア
ー

募集
●

●
●
●
●
●

労
使
教
育
委
員
会
主
催
の
と
て
も
お
得
な
ツ
ア
ー

教
育
相
談
室
・
ふ
れ
あ
い
教
室

相談
●

●
●
●
●
●

教
育
や
子
育
て
の
悩
み
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
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▼
期
日

　６
月
７
日
㊏
小
雨
決
行

※
台
風
な
ど
大
雨
の
場
合
は
８
日
㊐
に
順
延
。
以
後
中
止
。

▼
時
間

　

ル
ア
ー
の
部

　午
前
７
時
～
10
時
30
分

エ
サ
釣
り
の
部

　午
前
９
時
～
午
後
０
時
45
分

▼
会
場

　中
野
沼
西
沼

※
集
合
場
所
は
、
中
野
沼
公
園
管
理
棟
前
。

▼
対
象

　ど
な
た
で
も

▼
参
加
費

　１
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）

▼
持
ち
物

　釣
り
竿ざ

お

、
バ
ケ
ツ
（
釣
っ
た
魚
を
入
れ
る
）

※
エ
サ
釣
り
の
部
の
初
心
者
を
対
象
に
、
貸
し
竿
（
先
着
30

人
）
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
申
込
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
エ
サ
釣
り
の
エ
サ
（
サ
シ
）
は
主
催
者
が
用
意
し
ま
す
。

▼
表
彰

　捕
獲
し
た
総
重
量
上
位
５
人
、
大
物
賞
（
１
匹

の
大
き
さ
）
１
人
（
ル
ア
ー
の
部
の
み
）

▼
そ
の
他

　不
要
に
な
っ
た
釣
り
竿
を
募
集
し
ま
す

▼
申
込
方
法

　電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
期
間

　５
月
15
日
㊍
午
前
９
時
～
30
日
㊎
ま
で

▼
申
込
・
問
合
先

　生
涯
学
習
課
Ｇ
47
─
５
０
４
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

　外
来
魚
駆
除
大
作
戦
当
日
に
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
内
容

　駐
車
場
誘
導
、
受
付
、
重
量
測
定
な
ど

▼
申
込
・
問
合
先

　生
涯
学
習
課
Ｇ
47
─
５
０
４
３

外来魚駆除のために一日限定で釣りを解禁
　　みんなの力で中野沼の自然環境を守ろう！

自
分
の
名
前

　僕
の
名
前
は
真
琉
と
い
う
。

お
も
し
ろ
い
名
前
だ
け
ど
丸
く

角
の
無
い
お
だ
や
か
な
心
を
持

つ
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
こ

も
っ
て
い
る
名
前
だ
。
よ
く
、

ま
る
く
ん
や
ま
る
ち
ゃ
ん
と
中

学
生
に
な
っ
て
も
、
子
ど
も
の

よ
う
に
呼
ば
れ
る
。
意
外
に
け
っ

こ
う
は
ず
か
し
い
の
だ
。

　小
学
２
年
生
に
な
る
と
初
め

て
、
後
輩
が
で
き
た
。
ま
る
く

ん
な
ど
と
呼
ば
れ
る
か
な
あ
と

期
待
し
て
い
た
が
、
全
然
違
っ

た
。
ま
る
～
と
呼
び
捨
て
だ
っ

た
。
下
の
学
年
に
呼
び
捨
て

に
さ
れ
た
と
き
は
け
っ
こ
う

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　小
学
３
、４
年
に
な
っ
て
１

つ
下
の
後
輩
に
、
ま
る
ま
る
や

丸
っ
こ
い
の
、
な
ど
あ
だ
名
で

呼
ば
れ
た
。
こ
の
と
き
は
本
当

に
腹
が
立
っ
た
。
毎
日
そ
う
言

わ
れ
る
と
、
自
分
の
名
前
を
変

え
た
く
な
っ
た
り
し
た
。
す
ご

く
シ
ョ
ッ
ク
で
家
で
泣
い
て
親

に
嘆
い
た
。「
な
ん
で
僕
の
名
前

を
真
琉
に
し
た
ん
だ
、
も
っ
と

格
好
い
い
名
前
に
し
ろ
よ
！
」。

そ
う
す
る
と
お
母
さ
ん
は
「
名

前
の
案
は
あ
っ
た
け
ど
、
そ
の

中
で
一
番
良
か
っ
た
の
が
真
琉

な
の
よ
」、
そ
の
言
葉
を
聞
い
た

と
き
は
、
ほ
っ
と
し
て
な
ぜ
か

自
分
の
名
前
に
自
信
が
持
て
た
。

翌
日
、
学
校
で
そ
う
呼
ば
れ
て

も
全
然
平
気
だ
っ
た
。

　友
達
と
遊
ん
だ
と
き
に
、
後

輩
も
誘
っ
た
よ
う
で
、
ち
ょ
っ

と
だ
け
帰
り
た
く
な
っ
た
。
ま

た
僕
の
こ
と
を
か
ら
か
う
だ
ろ

う
な
あ
と
疑
っ
て
ソ
ッ
ポ
向
い

て
い
た
。
そ
し
た
ら
僕
の
こ
と

を
遊
ぼ
う
と
誘
っ
て
く
れ
た
。

意
外
に
優
し
い
人
な
ん
だ
と
印

象
が
変
わ
っ
た
。
遊
ん
で
い
る

間
に
仲
直
り
し
た
と
き
に
は
、

す
ご
く
ス
ッ
キ
リ
し
た
。

　い
ま
だ
に
、
ま
る
ま
る
と
呼

ぶ
人
が
い
る
け
ど
全
然
気
に
し

な
い
。
だ
っ
て
最
高
の
名
前
だ

と
思
っ
て
い
る
か
ら
。

邑
楽
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　関
口

　真ま

る琉

生涯学習課では、外来魚問題を多くの皆さんに知ってもらうことを目的に、釣り禁止区域の中野
沼西沼で外来魚（ブルーギルやバスなど）駆除のための一日限りの釣りを解禁します。中野沼は、
貴重な動植物の保護と沼全体の自然環境を守るため、平成 11年に「中野沼と水生動植物群」と
して町指定天然記念物に登録されました。生態系を破壊してしまう恐れのある外来魚を駆除して、
自然環境を守りましょう。当日お手伝いいただけるボランティアスタッフも募集します。

外
来
魚
駆
除
大
作
戦
参
加
者
募
集

どんな魚が釣れるかな～（昨年の様子）

2014＊MAY15

◆期日　6月 12 日㈭、26 日㈭
◆時間・コース

６月のはくちょう号

到着時間 場　所

10：30 特別養護老人ホーム
やまつつじ

11：05 ラポール・レイゾン
（寺内医院）

11：40 グループホーム
ヴィラ

13：40 町福祉センター

14：20 グループホーム
つむぎの里

15：00 長柄公民館

オリーブ「読み聞かせ」
▶期日　6 月5 日㈭、12 日㈭、19 日㈭、
　　　　26 日㈭
▶時間　午前 11 時～

JUN

６月の休館日
2 日㈪、9 日㈪、16 日㈪、23 日㈪、
27 日㈮、30 日㈪
※ 27 日㈮月末整理日

キッズクラブ「読み聞かせ」
▶期日　6 月 28 日㈯
▶時間　午後２時～

▶会場・問合先　町立図書館

●図書館名画座
期　日 開始時間 上映作品名

 22日㈰ 14：00 壬生義士伝（137分）

●金曜映画会
期　日 開始時間 上映作品名

 16日㈮ 14：00 新・男はつらいよ
（92分）

 20日㈮ 14：00 沓
くつかけ

掛時次郎（86分）

●子ども映画会
期　日 開始時間 上映作品名

 14日㈯ 14：00 ドラえもん・のび太の
宇宙小戦争（98分）

６月の図書館映画会

スポーツ大会結果

第 50回群馬県スポーツ少年団軟式野球大会邑楽郡予選会
優勝　中野ビクトリーズ

第 35回邑楽町長杯争奪近県少年柔道大会
小学３年生の部　
第３位　井達勇吾
小学４年生の部軽量級　
第３位　原さくら

　３月３日に卒業生を送る会が行われました。会では、１・２年
生や有志、吹奏楽部の発表が行われ、卒業生への感謝の気持ちが

よく表れていたと思います。僕は生徒会本部役員として、準備や司会進行を務めま
したが、今回の会に関わることができて、本当に良かったと思います。
　卒業生の皆さんは、日々の学校生活では、「先輩ぶらず先輩らしい態度」で１・
２年生の模範となり、部活動では、
まだ何も分からなかった自分たちに
一から基礎を教えてくれました。
　そんな先輩方が卒業してしまうの
はとても寂しいです。これからは自
分たちが邑楽南中学校の顔になるこ
とを自覚し、卒業生が誇れるような
母校になるよう、日々努力していき
たいです。　　（生徒会本部　門倉舜）

卒業生を送る会を終えて

　４月22日、小学６年生と中学３年生を対象に、全国一斉の学力・
学習状況調査（学力テスト）が行われました。県は昨年度の結果

を分析し、県下の小・中学校に授業改善、家庭学習の習慣化、少人数指導、学力向
上特配の教員配置などの対策に取り組んできました。町内の各学校においても、全
校体制で学力向上を図ってきましたので、結果が期待されるところです。
　このテスト結果の公表については、昨今論議を呼んでいます。しかし、小学６年
生と中学３年生だけの結果が学校全体の優劣を表すかのように誤解されたり、過度
な競争や序列化を危惧する意見も多かったりで、県内 35の市町村教育委員会の調
査では公表に賛意を表した市町村はありませんでした。子どもたちに確かな学力を
つけることは学校の役目であり、豊かな心の育成、健康・体力の増進とともに「生
きる力」を身に付けさせる上で欠かせない力と考えます。今後も学校、家庭、教育
委員会ともに力を合わせ学力向上に努めていきます。　　　（教育長　大竹喜代子）

全国学力・学習状況調査について

先輩たちにありったけの感謝をこめて

６月

邑楽南
中学校

入賞した井達さん（写真左）と原さん
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邑楽町公民館Ｇ 88-1290　長柄公民館Ｇ 89-0123　町民体育館Ｇ 88-5355　町立図書館Ｇ 88-5900　ヤングプラザＧ 89-1501　生涯学習課Ｇ 47-5043

おもしろ科学教室　～実験、体験、大発見！科学の中にはワクワクドキドキがいっぱい～

長柄公民館では、年 3回「おもしろ科学教室」を開催します。毎回、講師と子どもたちが一緒になって実験や工作などを通し
て科学に対する興味や関心を高めています。科学の中には驚きや発見がいっぱい。ワクワクドキドキな科学現象に子どもたち
は胸をはずませています。さあ、一緒に科学の面白さにふれてみましょう。

不思議で楽しい実験がたくさん（昨年の様子）

第１回　木登りテントウムシを作ろう

▼ 期日　６月 28日㈯
▼ 内容　磁力と浮力を利用して物体の運

動について学ぶ

▼ 参加費　500 円（材料代）

▼申込開始　５月31日㈯午前９時30分
第２回　カラフル海ホタルを作ろう

▼ 期日　10 月 18 日㈯

▼ 内容　化学反応を起こして水の中で色
とりどりに発光する仕組みを学ぶ
第３回　真空ポンプを作って遊ぼう

▼ 期日　平成 27年２月 21日㈯

▼ 内容　真空ポンプを作って、大気圧の
はたらきを学ぶ
各回共通

▼ 時間　午前９時 30分～正午

▼ 会場　長柄公民館

▼ 対象　小学生（３年生以下は保護者の
同伴が必要です）

▼ 定員　各 20人（先着順）

▼ 申込・問合先　長柄公民館
※第２・３回は、その都度募集します。

▼ 内容 身近な里山や遠望できる野山で
山歩きの基礎を学ぶ

▼ 対象 18 歳以上の人

▼ 定員 25 人（先着順）

▼ 参加費 500 円（資料代）

▼ 申込開始 ５月 24日㈯午前９時 30分

▼ 申込・問合先 長柄公民館

▼ 期日	 ６月 14日㈯

▼ 時間 午前９時 30分～午後１時

▼ 会場 長柄公民館

▼ 内容 親子でピザやパスタなどの料
理を作る

▼ 対象 小学生とその保護者

▼ 定員 ８組（先着順）

▼ 参加費 １組 1,000 円

▼ 申込開始 ５月 31日㈯午前 10時

▼ 申込・問合先 長柄公民館

▼ 期日	 ７月２日㈬、16 日㈬、30 日
㈬（全３回）

▼ 時間 午後１時 30分～３時

▼ 会場 長柄公民館

▼内容 夏を代表する簡単な童謡を歌う

▼ 対象 18 歳以上の人

▼ 定員 20 人（先着順）

▼ 参加費 無料

▼ 申込開始 ６月４日㈬午後１時 30分

▼ 申込・問合先 長柄公民館

▼ 期日	 ６月 18 日㈬、25 日㈬、７月
２日㈬、９日㈬（全４回）

▼ 時間 午後７時 30分～９時

▼ 会場 ヤングプラザ

▼ 内容 スキンケアや自分に合ったメ
イクを学ぶ

▼ 対象 16 ～ 35 歳の女性

▼ 定員 12 人（先着順）

▼ 参加費 1,000 円（教材費）

▼ 申込開始 ５月 14日㈬午後７時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

▼ 期日	 ６月 20 日㈮、27 日㈮、７月
４日㈮、11日㈮、18日㈮（全５回）

▼ 時間 午後７時 30分～９時

▼ 会場 ヤングプラザ

▼ 内容 ゆったりとした動きで心身を
鍛える太極拳を学ぶ

▼ 対象 16 ～ 35 歳の人

▼ 定員 20 人（先着順）

▼ 参加費 無料

▼ 申込開始 ５月 16日㈮午後７時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

坂本千春－エアブラシアートの展示－

▼ 期日	 ５月 24日㈯～６月１日㈰

▼ 会場 町立図書館１階展示室

▼ 期日	 ６月６日㈮

▼ 時間 午後７時～８時

▼ 会場 邑楽町公民館

▼ 出演 馬頭琴グループ

▼ 内容 モンゴルの調べ（馬頭琴の演奏）

▼ 対象 どなたでも

▼ 参加費 無料

▼ 申込方法 ５月 16日㈮午前９時から
整理券を配布

▼ 申込・問合先 邑楽町公民館

▼ 期日	 ６月下旬～平成 27年２月下旬
（第２・４木曜日を中心に全 14回）

▼ 時間 午前 10時～正午

▼ 会場 邑楽町公民館

▼ 内容 手芸・健康講話・軽運動・調
理実習など

▼ 対象 65 歳以上の人

▼ 定員 20 人（先着順）

▼ 参加費 2,000 円（保険代・資料代・
材料代など）

▼ 申込開始 ５月 22日㈭午前 10時

▼ 申込・問合先 邑楽町公民館

▼ 期日	 ６月７日㈯

▼ 時間 午前９時 30分～午後３時

▼ 会場 太平山（栃木県栃木市）

坂本千春－エアブラシアートの展示－

展示会

たけのこクラブ

メイクアップ講座

トレッキング入門講座①

親子クッキング教室

のびやか太極拳講座

ロビーコンサート

夏のうたをうたおう

2014＊MAY17

■教室・講座などの申し込み方法　▶申込開始当日　申し込み開始時間に申込先の窓口に、本人または家族の人が直接申し込んでください。

邑楽町文化財保護調査委員
川島　正一

鏡の裏話⑧ 短歌を表わす鏡

柄鏡

No. 49

▼ 申込・問合先 邑楽町公民館

▼ 期日 ６月３日㈫、４日㈬、５日㈭（全
３回）

▼ 時間 午前９時～正午

▼ 会場 町共同福祉施設２階パソコン
ルーム

▼ 内容 パソコンの基本的操作方法と
ワードの基礎を学ぶ

▼ 対象 18 歳以上の人（初心者大歓迎）

▼ 定員 20 人（先着順）

▼ 参加費 1,000 円（教材費）

▼ 申込開始 ５月 20日㈫午前９時

▼ 申込・問合先 邑楽町公民館

▼ 期日 ６月 24 日㈫、25 日㈬、26 日
㈭（全３回）

▼ 時間 午前９時～正午

▼ 会場 町共同福祉施設２階パソコン
ルーム

▼ 内容 ワードの基本的な使い方とよ
く使う機能（表入り文書の作成など）
を学ぶ

▼ 対象 18 歳以上の人（パソコンの基
本操作、文字入力のできる人）

▼ 定員 20 人（先着順）

▼ 参加費 1,000 円（教材費）

▼ 申込開始 ６月 10日㈫午前９時

▼ 申込・問合先 邑楽町公民館

▼ 期日 ６月 11日㈬、25日㈬

▼ 時間 午後１時 30分～３時 30分

▼ 会場 町共同福祉施設２階パソコン
ルーム

▼ 内容 パソコン操作の個人相談

▼ 対象 どなたでも
※初心者のかた大歓迎です。

▼ 参加費 無料
※ノートパソコンなど、持参できる人
は持ってきてください。

▼ 問合先　生涯学習課

▼ 期日	 ６月 20日㈮、7月４日㈮、11
　日㈮（全３回）

▼ 時間 午後７時～９時

▼ 会場 ２区公民館

▼ 内容 茶道の基本的な作法とお盆立
ての体験

▼ 対象 18 歳以上の人

▼ 定員 15 人（先着順）

▼ 参加費 1,000 円（材料代）

▼ 申込開始 ５月 20日㈫午前９時

▼ 申込・問合先 生涯学習課

▼ 期日	 ６月25日㈬、７月２日㈬、９
　日㈬（全３回）

▼ 時間 午後７時～９時

▼ 会場 ２区公民館

▼内容 スポーツ吹矢の基本を体験する

▼ 対象 18 歳以上の人

▼ 定員 15 人（先着順）

▼ 参加費 500 円（教材費）

▼ 申込開始 ５月 20日㈫午前９時

▼ 申込・問合先 生涯学習課

▼ 期日	 ６月 26日㈭、７月３日㈭、10
　日㈭（全３回）

▼ 時間 午前 10時～正午

▼ 会場 ２区公民館

▼ 内容 リンパの基本とマッサージな
どの実践を学ぶ

▼ 対象 18 歳以上の人

▼ 定員 15 人（先着順）

▼ 参加費 300 円（教材費）

▼ 申込開始 ５月 20日㈫午前９時

▼ 申込・問合先 生涯学習課

▼ 期日	 ５月 31日㈯

▼ 時間 午前 10時～正午

▼ 会場 邑楽町公民館

▼ 内容 整理収納の基本と冷蔵庫の片
付け方を学ぶ

▼ 対象 18 歳以上の人

▼ 定員 20 人（先着順）

▼ 参加費 無料

▼ 申込開始 ５月 17日㈯午前 10時

かれています。地
ぢ

文
も ん

は網
あ

代
じ ろ

（左）と
霰
あられ

（右）で、その境は洲
す

浜
は ま

状の曲線
となっています。色紙に書かれてい
る短歌は、百人一首にもある「奥山
に紅

も み じ

葉踏みわけ鳴く鹿の声きく時ぞ
秋は悲しき」です。作者不詳の歌で
すが、よく知られています。ものさ
びしい秋の夜の空気さえ伝わってく
るようです。
　柄鏡はこの有名な歌を絵で表し、
懐中鏡は色紙に歌そのものを書いて、
短冊の春の歌と対にしています。短
歌が日本人の心の叫びの表現形式と
して脈々と続いていくことを、この
二面の鏡からも感じ取ることができ
るような気がします。

　江戸時代の鏡の文様には、文学作
品に基づくものが見られます。この
二面の鏡の由来もそうです。柄

え

鏡の
方は、もみじの生えている岩のある
ところで鹿が鳴いています。もみじ
の先端には枝が見え、葉が落ちかけ
ている時期を表しているのでしょう。
空には、雲がたなびき、そこからお
月さまがのぞいています。この鹿の
鳴いている時期は秋、しかも紅

こ う よ う

葉も
終わろうとするような季節です。ま
たこれは、月の出ている夜の風景で
す。この鏡は短歌を絵にしているも
のです。
　もう一つの懐中鏡である方形の鏡
には、色紙と短冊に二首の短歌が書

▶申込開始日翌日以降　定員に満たない場合、電話での申し込みを受け付けています。

パソコン何でも相談会

リンパ療法教室

スポーツ吹矢教室

ＩＴ講習会②（ワード初級編）

はじめての茶道教室

スッキリお片付け講座

方形鏡

ＩＴ講習会①（ワード基礎編）
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皆さんの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を
「広報おうら」編集部まで、お気軽にお寄せください。Ｇ47-5007

あま～い夢のマイホーム
親子お菓子の家作り教室

3月29日、ヤングプラザ
で親子お菓子の家作り教室が行わ

れました。お菓子大好きな子どもたちと
一緒に、お父さんもお母さんも大活躍。土台を
ウエハースで組んだあと、チョコレートやビス
ケットなどで飾りつけ、お菓子の家が完成しまし
た。お母さんと参加した清水琉

りゅうた

汰さん（光善寺・15
区）は、「壁をくっつけるのが難しかったけど、飾
りつけが楽しかった。お母さんと一緒にでき
てうれしいです。もったいなくて、食べら
れないかも」と話し、完成した家を
大切に持ち帰りました。

3月29日、ヤングプラザ

親子で仲良く作ったお菓子の家。まるで、おと
ぎ話みたい。おいしそうだね・・・(*^。̂ *)

2014＊MAY19

4月9日、須永セキさん（本郷江原・29区）が満100歳を迎えました。町か
ら花束と記念品を贈り、長寿をお祝いしました。先月20日に100歳の
誕生日を迎えた夫の政男さんも仲良く並んでお祝い。セキさんは、「けん
かもせず、夫と一緒に100歳になれてうれしい」と、二人そろって元気に
100歳を迎えられたことを喜び合いました。

ご夫婦そろって　祝 100 歳
須永セキさん 100 歳慶祝

4月1日、中央児童館がオープン。総工費は約1億1,100万円、延
べ床面積は422.05㎡。壁や床には県産材を使用し、木のぬくも
りを感じられる建物になっています。場所は邑楽町公民館のす
ぐ南側に移転し、これまでよりも中野小学校が近くなりました。

明るくオープンな雰囲気と木のぬくもり
新しい中央児童館が完成

4月8日、国道354号線の篠塚東交差点付近で、街頭指導が行わ
れました。これは交通安全運動の一環で、大泉交通安全協会など
が実施しているものです。この日はタワー戦隊スワンジャーも
出動。ドライバーにチラシを渡し、安全運転を呼びかけました。

4月4日、シンボルタワー来場者が30万人を達成。30万人目は、
桐生市広沢町在住の髙𣘺𣘺和江さん、隼斗さん、北斗さん、楓斗さ
ん親子。和江さんは、「まさか30万人目だと思わずびっくり。タ
ワーから見える風景は自然豊かですね」と話していました。

まさかの30万人目にビックリ！
シンボルタワー未来MiRAi の来場者 30 万人

4月5日、上州邑楽七福神を愛する会主催の上州邑楽七福神巡
りが行われました。町内の寺社にある七福神を巡り歩く全行程
は約23km。参加者は疲れた表情も見せず、春の邑楽町が見せ
る風景や寺社の心づくしのおもてなしを楽しんでいました。

満開の桜の下を元気に歩きました
上州邑楽七福神巡り

スワンジャーからも呼びかけました
春の交通安全運動で街頭指導
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緑
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み ん な の 広 場
ＰＡＴＩＯとは「中庭」という意味。

町民の皆さんが集い、
自由に意見を語り合う広場です。
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○
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ら
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ぱ
く
相
撲
お
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か
場
所

今
年
も
満
開
の
桜
に

亡
き
母
を
想
う

( *uωu)p ひ

と

こ

と

PN.25区

屋
根
よ
り
高
い
、た
か
ー
い
、こ
い
の
ぼ
り

広

PN.みど
春の風を受けて、気持ち良さそうに泳いでるね広

※敬称略

Ｑ広 報 ク イ ズＫＯＨＯ
問題の答えをはがきで送ってください。全問正解者の中
から、抽選で 10人に 500 円の図書カードをプレゼント。

【今月の問題】
第 1 問　健康な体かどうか調べる「けんしん」
　　　　A. 検審	 B. 検診
　　　　C. 健診	 （ヒント 6・7ページ）
第 2 問　合言葉は、情熱です！…新入職員の人数は？
　　　　A. ８人	 B. ２人
　　　　C.10 人	 （ヒント 13ページ）
応募方法　はがきに、答え（例：第 1問―Ａ）・住所・
　　　　　行政区・名前・年齢を書いて郵送
あて先　〒370-0692邑楽町役場企画課「広報クイズ」係
締　切　５月 15日㈭（当日の消印有効）
※当選者は広報おうら６月号で発表します。

【４月号の当選者】（応募数 25通、全問正解 25通）
	 恩田晴美（5区）	 間々田信子（5区）
	 安楽岡洋世（6区）	 萩原タカ子（15区）
	 清智子（16区）	 小林洋子（33区）
	 岡田勝司（34区）	 高橋泰子（34区）
	 長道代（34区）	 外木雄（町外）
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小
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す
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夏くんは乗り物が好き。トラックなどいろいろな乗り物のおもちゃ
を持っていて、最近のお気に入りはクレーン車です。おもちゃで一日
遊んでいることもしばしば。でも、じっとしていることがないので、
追いかけるのがとても大変です。笑顔や寝顔がとてもかわいく、その
顔を見るたびにこの子が生まれて良かったと思います。将来はパパ
のように頼られる、しっかりと自立した人になってくれたらいいな。

神谷奈
な お み

央実さん ・夏
な つ き

輝くん ( １歳９か月 )

（光善寺・15区）

①イラスト・絵手紙 ② 4 コマ漫画 ③詩・ポエム ④短歌・俳句⑤
告知コーナー（イベント案内やメンバー募集など）
ご質問・ご意見は、はがき・電話・FAX・E メールなど、どんな
方法でも結構です。掲載者には粗品を進呈します。

●あて先 〒370-0692（住所は不要）邑楽町役場企画課広報広聴係
Ｇ 47-5007　Ｃ 89-0136　E-mail　koho@town.ora.gunma.jp
※誌上匿名はＯＫですが、記念品発送などに必要ですので、必ず
実際の名前・住所・年齢・電話番号をお書き添えください。

投稿
大募集

や
っ
と
春
み
ど
り
の
絨
毯
伸
び
伸
び
と	

曽
我

　
公
子

桜
咲
く
今
日
の
わ
が
娘
の
晴
れ
姿	

眞
下
チ
ヨ
子

雲
白
く
嶺
を
彩
る
山
桜	

飯
田

　
文
子

吾
が
頬
に
語
り
か
け
て
る
花
吹
雪	

中
村

　
静
江

円
描
く
枝
垂
桜
の
先
の
細
き
枝	

大
川
い
く
代

孝
を
受
け
古
文
書
届
く
長
閑
か
な	

髙
橋

　
藤
子

車
座
に
一
句
を
添
え
て
花
の
宴	

赤
坂

　
花
子

娘
の
還
暦
母
子
の
く
ら
し
水
温
む	

真
下

　
君
子

花
筏
押
し
分
け
沼
の
釣
小
舟	

中
村

　
悦
子

雨
無
情
傘
に
降
り
散
る
桜
か
な	

小
貫

　
榮
子

風
船
に
乗
り
て
世
界
を
覗
く
か
な	

吉
田

　
和
子

麦
青
む
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
手
を
つ
な
ぐ	

西
村

　
正
一

筑
波
嶺
の
遠
し
ふ
る
さ
と
麦
青
む	

中
島

　
弥
市

朧
月
湯
煙
り
ゆ
ら
ぐ
露
天
宿	

神
谷

　
文
江

欲
を
か
き
長
寿
を
誓
う
花
見
酒	

神
谷
公
太
郎

旅
帰
る
初
夏
の
香
り
を
手
に
さ
げ
て	

小
林
な
み
子

友
が
ら
の
な
り
は
ひ
行
く
末
憂
へ
し
に
孫
の
就
農
喜
び
安
堵
す	

横
山

　
青
渕

心
憂
し
傘
寿
な
る
も
夢
の
内
子
に
伝
う
べ
き
業
持
た
ざ
れ
ば	

遠
藤

　
博
道

路
す
が
ら
眺
め
い
る
梅
満
開
に
薫
り
仄
か
に
足
を
止
め
さ
す	

持
田

　
静
江

監
督
の
無
言
の
サ
イ
ン
に
球
児
ら
は
戦
い
挑
む
勝
利
め
ざ
し
て	

潮

　
と
み

　

師
の
逝
き
て
幾
年
経
し
や
賜
わ
り
し
花
桃
朽
ち
樹
に
蕾
み
滿
ち
た
り	

沼
田
と
し
子

ソ
チ
五
輪
女
神
も
魔
神
も
い
る
の
か
な
大
感
動
に
や
っ
た
ね
真
央
ち
ゃ
ん	

茂
木
い
く
子

新
田
屋
に
田
山
花
袋
の
書
を
な
ぞ
り
う
な
ぎ
食
み
つ
つ
面
影
し
の
ぶ	

菅
谷
千
枝
子

雪
ど
け
の
雫
の
音
の
軽
や
か
さ
芽
吹
き
の
春
の
メ
ロ
デ
ィ
奏
で
る	

宮
﨑
ト
ヨ
子

大
雪
に
庭
の
つ
つ
じ
は
埋
も
れ
消
え
モ
ー
グ
ル
競
技
の
こ
ぶ
現
わ
れ
る	

橋
本

　
俊
幸

宅
配
の
車
の
轍
に
添
い
来
し
と
閉
ざ
さ
る
庭
に
息
子
は
あ
え
ぎ
立
つ	

板
橋

　
浩
子

雪
か
き
に
慣
れ
な
い
様
の
夫
子
と
孫
冷
め
な
い
う
ち
に
と
コ
ー
ヒ
ー
す
す
め
る	

島
田

　
初
美

雪
道
に
立
ち
往
生
の
自
動
車
を
押
し
く
れ
た
る
は
イ
ラ
ン
の
青
年	

山
﨑

　
静
子

今
日
限
り
七
十
代
は
過
ぎ
去
り
し
八
十
路
の
旅
は
ど
こ
ま
で
つ
づ
く	

大
塚

　
博
司

夢夢・若・者・紹・介・

好きな雑誌のメイク特集を見ているうちに、メイクだけでなく、
ネイルやヘア、ファッションなどにも興味を持つようになりまし
た。将来は、メジャーなフィールドだけでなく、サブカルチャーの
舞台でも「かわいい」をプロデュースできる仕事をするのが夢で
す。私は、何でもやってみたい性格。学校の勉強やイベントの中
で、たくさんの「かわいい」を追及していきたいと思っています。

■ 今日のネイルもポイントですね。将来の夢はなんですか？

埼玉県にある美容専門学校でメ
イクの勉強をしています。勉強だ
けでなく学生生活を楽しみたい
と思い、イベントの多い現在の学
校を選びました。イベントの中で
も、メイクや振付け、音響など全
てを生徒がプロデュースするビ
ューティーショーは、準備から大
変ですが、とても勉強になりま
す。休みの日は録画したアニメを
見たり、好きなアイドルの情報を
集めたりして過ごしています。

■ 現在何をしていますか？

澤口はるなさん　19歳
Sawaguchi  Haruna （新中野・33 区）
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点訳の会「てんてんむし」は社会福祉協議会主催の点字教室
の参加者を中心に、平成７年に結成しました。メンバーは
60～ 70代の男女 16人。毎月第２・４水曜日の午後７時か
ら９時まで、第３水曜日の午前 10時から正午まで、ヤング
プラザで活動しています。サークルでは「議会だより」や、
町から刊行されるパンフレットや書籍などの点訳を手掛けて
います。点字は６つの点を使い文字を表しますが、点訳する
ときは日本語の漢字の読み方など、その奥深さと難しさを改
めて感じとることができます。興味のある人は、ぜひ見学に
来てみてください。私たちと一緒に点訳のボランティアをし
てみませんか。お問い合わせは、ヤングプラザＧ89-1501へ。

● てんてんむし ●
No.309

FRIENDS
H U M A N  N O W

No.291

先生への恩返しのためにも
書道の世界を盛り上げたい

阿由葉隆士さん
（上下西宿・7区）

優しく丁寧な指導が評判の阿由葉さん

　書
道
を
始
め
た
の
は
30
代
半
ば

の
頃
。
青
年
団
や
消
防
団
で
活
動

し
て
い
た
仲
間
と
一
緒
に
、
町
内

で
書
道
を
教
え
て
い
た
打う

ち
こ
し
ぼ
く
ふ
う

越
朴
風

先
生
の
門
を
た
た
い
た
ん
で
す
。

そ
の
と
き
は
軽
い
気
持
ち
で
、
ま

た
み
ん
な
と
集
ま
る
機
会
が
持
て

れ
ば
い
い
な
、
く
ら
い
に
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　習
い
続
け
る
う
ち
に
、
先
生
の

勧
め
で
書
展
な
ど
に
出
展
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生

は
著
名
な
書
道
家
で
あ
り
、
そ
の

周
り
に
は
い
つ
も
多
く
の
人
が
い

ま
し
た
。
そ
う
し
た
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
と
書
道
を
通
し
て
交
流
で

き
ま
し
た
。
や
が
て
師
範
の
資
格

を
取
り
、
書
道
を
教
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　書
道
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
10
年
ほ
ど
前
。大
病
し
て
、

ふ
と
考
え
ま
し
た
。
人
生
い
つ
終

わ
る
か
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
な
ら

残
さ
れ
た
人
生
、
自
分
の
好
き
な

こ
と
を
し
て
生
き
て
い
こ
う
、と
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
長
く
続
け
て

き
た
店
を
閉
め
、
書
道
一
本
に
絞

り
ま
し
た
。
今
は
書
道
が
生
活
の

中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「墨
風
会
書
展
」
は
平
成
8
年

か
ら
開
催
し
、
今
回
で
19
回
目
。

毎
年
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
作
品
を

見
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
出
展

者
は
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
作
品

を
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て

続
け
て
い
く
こ
と
が
、
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
へ
の
恩
返
し
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
と
楽
し

く
書
道
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
や
っ
て
み
た
い
と
思

う
人
に
は
、
そ
の
楽
し
さ
を
伝
え

た
い
。
生
き
が
い
の
た
め
の
書
道

も
い
い
で
す
が
、
よ
り
上
を
目
指

す
挑
戦
的
な
書
道
も
い
い
。
若
い

人
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ

て
、
書
道
の
世
界
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。 あゆば・たかし●1943 年生まれ。白玄会師範、

書道講師。町内で商店を営む傍ら、故打越朴風氏
に師事し、読売書法展や群馬県展などに出展。現
在、墨風書道会など 3つの書道団体を指導。５月
30 日から同団体が邑楽町公民館で開催する「第
19 回墨風会書展」に向けて準備を進めている。
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株式
会社

当院は病気だけを診るのではなく   患者様を診させていただく病院です

医療法人社団 醫光会 おうら病院
邑楽町篠塚 3233-1

内科・アレルギー科・呼吸器内科・循環器内科・リウマチ科・消化器内科・人工透析内科

☎0276-88-5678

（旧）群馬アレルギー疾患・呼吸器内科病院

上記以外の休診日：開院記念日（6/1）・年末年始

受 付 時 間
7：30 ～ 11：30

14：30 ～ 17：30
診療開始時刻　9：00

診療開始時刻　15：00

月 火 水 木 金 土 日・祝

処理にお困りの廃材を
再生利用で地球の資源に

グリーンマテリアル株式
会社

木くずのリサイクルをトータルサポート

一般廃棄物処分業　木くず（邑楽町）第１号
産業廃棄物処分業　木くず（群馬県）第01020171240号

YAMASHITA GROUP

☎0276-57-8537
Ｂ0276-57-8538

邑楽町篠塚38番１

株式会社
株式
会社

一般・産業廃棄物収集運搬業（木くず）

木くずの積み込み運搬のエキスパート

グリーンエクスプレス株式
会社

グリーンマテリアル株式
会社

木くずのリサイクルをトータルサポート

一般廃棄物処分業　木くず（邑楽町）第１号
産業廃棄物処分業　木くず（群馬県）第01020171240号

このまま結婚しなくて、いいのですか？

東 日 本 結 婚 相 談 室
大泉町北小泉３丁目８－１ 営業時間：８時～２０時 完全予約制

☎ 0276-62-0033

「私は違う・・・、うちの子は違う・・・、」後悔する前に、ご相談を！！
＜東毛地区を中心に、16年にわたり身元確実なお相手をご紹介しています＞

（群馬県50才男性未婚率22.1％）

男性     人に    人が 独身 です1
近所を見回してください

有限会社神谷造園

造園・土木設計施工・庭園緑地管理 群馬県知事許可（般 - 55）第 10580 号

庭の手入れ・枝下ろし・伐採・消毒
ブロックなどもやります
邑楽町光善寺 62番地

Ｇ･Ｃ (0276)88-3580

大小どんな木でも伐採します 懇切丁寧な仕事!

広告

サビ水・臭い・異物を解消！
サビ水・臭い・異物を解消！サビ水・臭い・異物を解消！

サビ水・臭い・異物を解消！

断水時間が短い
給水管を傷めない

薬品を使用しない
施工費が安い

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面 広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告
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１
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発
行

▶11年ぶりに広報おうら編集担当に戻ってきました。かつて私
が担当していたころ、写真はネガフィルムが主でしたが、今では
完全にデジタル化。編集用パソコンの性能も当時と比べて格段
に向上しています。▶でも、取材や編集作業はやっぱり人の力。こ
れからも広報担当者は皆さんのところへお邪魔します。カメラ
を向けられたら、とびっきりの笑顔をお願いします。･･･と言いつ
つも、誌面に限りがあるのも事実。写真を撮ったのに掲載できな
かった皆さん、本当にごめんなさい。▶笑顔は人を元気にします。
みんなの笑顔を満載して、広報おうらはこれからも、町民の皆さ
んになくてはならないツールでありたいと考えています。（田中）

ひとりごと　From editors

春、満開
（おうら中央公園）

鶉
新
田
（
う
ず
ら
し
ん
で
ん
）

　新
田
の
頭
に
鶉
が
付
い
て
い
ま
す
か
ら
、

鶉
か
ら
分
か
れ
て
出
来
た
村
で
あ
っ
た
こ

と
が
想
像
で
き
ま
す
。
今
で
も
、
鶉
新
田

の
こ
と
を
「
向む

か
い
の野
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
元
村
の
鶉
か
ら
見
る
と
南
に
あ

た
り
、
山
林
地
帯
を
過
ぎ
、
沼
の
向
こ
う

に
あ
る
離
れ
地
で
し
た
。
従
っ
て
向
野
に

行
く
に
は
日ひ

な

た向
・
日
向
新
田
金か

な
く
そ糞
か
ら
舟

を
使
っ
て
渡
る
か
、
中
野
・
下
中
野
に
出

て
か
ら
江
尻
橋
を
渡
っ
て
行
く
し
か
方
法

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
道
に
は
板
橋

の
掛
か
っ
た
田
ん
ぼ
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、

荷
車
な
ど
通
れ
る
道
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。　そ

も
そ
も
向
野
が
開
発
さ
れ
た
の
が
今

か
ら
３
５
０
年
ぐ
ら
い
の
昔
で
、
人
家
は

少
な
く
戸
数
が
増
え
、
村
落
を
形
成
し
た

の
は
、
そ
れ
か
ら
60
年
も
過
ぎ
た
こ
ろ
だ

そ
う
で
す
。

　宝
永
４
（
１
７
０
７
）
年
初
め
て
村
と

し
て
鶉
村
か
ら
分
か
れ
て
独
立
し
た
そ
う

で
す
。

　こ
れ
に
つ
い
て
理
不
尽
な
話
が
あ
り
ま
す
。

鶉
村
か
ら
独
立
し
た
鶉
新
田
は
享
保
15

（
１
７
３
０
）
年
に
出
さ
れ
た
幕
府
の
御
触

れ
に
よ
り
、
新
村
は
「
村
」
と
称
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
村
で
あ
っ

て
村
と
い
う
名
称
が
使
え
ず
、
明
治
22
年

４
月
の
町
村
制
の
施
行
を
迎
え
、
中
野
村

大
字
鶉
新
田
と
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

赤
堀
（
あ
か
ほ
り
・
あ
か
ぼ
り
）

　「赤
」
と
い
う
字
の
つ
い
た
地
名
は
あ
ち

こ
ち
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
近
く
は
、
館

林
市
の
「
赤
生
田
」「
赤
土
」、
千
代
田
町

の
「
赤
岩
」、
佐
波
郡
の
「
赤
堀
」、
桐
生

市
の
「
赤
岩
」
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　邑
楽
町
の
赤
堀
は
鞍
掛
台
地
に
位
置
す

る
住
宅
地
帯
や
農
地
山
林
で
す
。
東
か
ら

北
に
か
け
て
は
館
林
市
、
本
町
大
字
狸
塚
、

南
か
ら
西
に
か
け
て
は
館
林
市
、
千
代
田

町
、
本
町
大
字
篠
塚
に
接
し
て
い
ま
す
。

　地
名
の
由
来
に
つ
い
て
定
か
な
説
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
室
町
時
代
（
足
利
時
代
・

１
３
３
６
～
１
５
７
２
）
の
初
期
、
水
利

の
た
め
台
地
を
深
く
掘
割
っ
た
と
こ
ろ
、

赤
土
の
層
が
出
て
き
て
、
築
い
た
土
手
が

赤
々
と
見
え
た
の
で
誰
い
う
こ
と
な
く
、

そ
の
堀
の
辺
り
を
赤
堀
と
称
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　学
者
の
説
明
で
は
、
こ
の
赤
土
が
、
い

わ
ゆ
る
関
東
ロ
ー
ム
層
と
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
で
、
な
ん
で
も
１
万
年
も
前
か
ら
の

火
山
活
動
の
噴
火
物
が
降
り
積
も
っ
た
も

の
だ
と
い
い
ま
す
。

〈
第
三
十
六
回
〉

Photo 高根澤高明（記録ボランティア）

あすへひとこと

若い人たちに語り継ぎたい、
次の世代に残しておきたい。
貴重な話をお届けします―。

邑楽町の地名あれこれ④
「邑楽町の昔ばなし」より

【発行】邑楽町老人クラブ連合会　【編集】あすへひとこと編集委員会
平成 10 年 12 月 31 日発行「高齢者の語り（第六集）あすへひとこと」より

この広報誌は、自然保護のため 
植物油インキを使用しています。

邑楽町の南部を東西に走る鞍
くらかけ

掛山。その周辺を深く掘ったところ、
赤土がでてきたのが赤堀の由来といわれています。


